

































 学術論文は（Tokura, H. Yamada, N. Kubo and S. Pullen, Positioning, Vol. 5, No. 04, pp.85-96, 
2014）を含む２編が第一著者として公表済みであることを確認した。 
 学術論文は英語で書かれており、かつ、国際会議において英語で発表しており、英語の学力につ
いては問題ないと判断した。 
 また、講演発表は国際会議７回、国内学会７回実施していることを、確認した。 
 合同セミナーについて、規定の学習時間および出席回数を満たしていることを確認した。 
 大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
 
 
 
 
 
 
